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1.はじめに

2007年8月29日に施行された地理空間情報活用

推進基本法 (以下,NSmⅠ法)第5条において,地

方自治体 (以下,自治体)は ｢当該地域の状況に応

じた地理空間情報の活用の推進に関する施策を策定

し,及び実施する｣という責務を負うこととなった

(柴崎ほか,2008).また,NSDi法の施行を受け,

国土地理院は,2008年4月より,基盤地図情報の

提供を開始しており,自治体は,GISの利活用につ

いて,新たな対応を求められていると言えよう.

自治体におけるGISの活用実態については,す

でに,い くつかの報告がある (例えば,阿部ほか

(2000),青木 (2008)).しかし,これらの先行研究

は,行政情報システムとしてのGISの利用動向を

中心に行われたもので,情報システムの発展過程と

いう視点から,GISを分析 した研究事例は,これま

でほとんどなかった.

深田弓可部 (2007)および深田･阿部 (2008a)では,

GⅠSを行政情報システムのひとつとして捉え,情報

システムの発展過程という視座で自治体 GiSの発

展過程分析を試みている.これらの先行研究では,

ノーランが提唱するステージ理論に基づき,GISの

活用を積極的に進めている中規模自治体をその分析

対象としている.

そこで,本論文では,これまで未調査であった

大規模自治体のGIS発展過程を分析するとともに,

大規模自治体と中規模自治体のうち,3つの自治体

を事例としてGIS発展過程を比較分析 した.また,

大 ｡中 ･小規模の各自治体担当者等に対するヒヤリ

ングにより,GIS発展過程分析の有用性について検

討した.

以下,第2章でノーランのステージ理論について

概説 し,第3章で3つの自治体おけるGiS発展過

程分析を述べる.第4章で本分析の有用性について

考察し,第 5章で本分析の課題を述べる.
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2.情報システムの発展過程モデル

ノーランが提唱したステージ理論は,情報システ

ムの発展過程を説明するモデルとして,よく知られ

ている (Nolan,1973).ステージ理論は,当初,4

つの段階に整理されていたが,データベース管理な

どの技術発展に伴い,2つの段階が加えられ,最終

的には修正6段階発展モデルとして,現在に至って

いる (Nolan,1979).

6段階の各ステージは,第 1段階:創始期 (開始),

第2段階 :波及期 (拡張),第3段階 :統制期,第

4段階:統合期,第5段階:データ管理期,第6段階:

成熟期で構成されている.また,成長変数は4項目

あり,(1)適用業務ポートフォリオ,(2)資源 (技

術と人),(3)マネジメント (組織化,計画,統制),

(4)ユーザの意識となっている.この6段階発展モ

デルに対して,その組織の情報システムを当てはめ

ることにより,どの発展段階に位置しているかを把

握することができ,課題の解決や失敗の予防に繋が

るとされている (畠田 ･高原,2001).

3才 G毒Sの発展過程分析

ノーランのステージ理論は,情報システムの発展

過程のうち,個別データ管理から組織によるデータ

統合-移行する過程に分析の力点が置かれている.

自治体のGISをこの視点で捉えると,先進的にG壬S

を導入してきた自治体では,個別GiSから統合型

GIS-と展開してきていることから,自治体 GISの

発展過程に当てはまる場合が多いと考えられる.

深田･阿部(2008a)では,東北地方で｢GⅠSアクショ

ンプラン2002-2005｣が策定される以前から積極

的にGiSを活用 し,質の高い行政サービスに取 り

組んできた盛岡市を事例として,個別GISから統

合型GIS-の発展過程を調査し,詳細を分析を行っ

ている.また,深田 ｡阿部 (2007)では,盛岡市と

人口が同程度な中規模自治体であるS市を対象と

して,両市を比較検討することで,GⅠS発展過程の

共通点や相違点を分析している.

そこで,本論文では,GISを積極的に活用してい

る大規模自治体を調査対象とすることとし,政令指

定であるN市のGIS発展過程を分析 した.そして,

この分析結果と中規模自治体における分析結果を比

較することで,自治体規模の差異によるGⅠS発展

過程の傾向を見出すことを目的とする.なお,本論

文は,数例の自治体 GISについて調査 ｡分析を行

なった段階の報告であり,自治体規模の差異がG王S

の発展過程に及ぼす影響について,その一般性を述

べる段階には至っていない.

3.1.GIS発展過程分析の適用指針

深田 ｡阿部 (2007)では,ノーランのステージ理

論を自治体 GISの発展過程に適用 した際の指針が

示されている.N市のGIS発展過程分析にあたっ

ては,この指針に基づき分析を行った.以下に,そ

の指針を示す.

なお,ここで ｢個別GIS｣とは,道路,都市計画

などの各行政分野を個別に管理するシステムのこと

をいう.また,｢統合型 GIS｣ とは,総務省が提唱

する共用空間データを活用して,空間データ整備の

重複を防ぎ,庁内全体の情報共有を目指す庁内横断

的なシステムのことをいう.一方｢全庁型GIS｣とは,

基本地図として,共用空間データではなく,都市計

画基本図のような全庁で共通的に使用できる地図を

ベースとし,このベースマップ上に複数の専門レイ

ヤーを重ね合せて管理するシステムのことをいう.

1)段階 Ⅰ (開始)は,個別GISを導入 し始め

た時期とした.システムを構築する前段の

データを整備している時期も,この段階に含

めることとする.

2)段階Ⅱ (拡張)は,個別GISの拡大期とし,

個別 GISが庁内の各部署に展開した時期と

した.

3)段階Ⅲ (統制)は,統合型 GIS-の移行期

とした.全庁型 GISや統合型 GISといった

共通な基本地図を用いるGiSを整備するた

めの移行期間であり,その導入の意思決定を

図る期間も含むこととする.

4)段階Ⅳ (統合)は,webGISや統合型GISの

導入により,個別 GISのそれぞれの主題レ

イヤーなどの各種データを統合する段階とし

た.

5)段階V(データ管理)は,共用地図データの
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図 1 盛岡市のGIS発展過程分析

一元的管理や県 ･他機関などと連携を図るよ

うな段階Vの統合期をさらに進める段階とし

た.

6)段階Ⅵ (成熟)は,今後,その形成が期待さ

れる高度空間情報社会-の対応期とした.

また,4つの成長変数については,対象とする自

治体 GISの発展状況を聞き取る過程で,その自治

体 GISの特徴を示すキーワー ドを抽出し,それを

成長変数の各段階に当てはめることにより,発展過

程の特徴を可視化することとした.

3.2.盛岡市におけるGiS発展過程分析の結果

盛岡市は,人口約30万人の中核市で,東北地方

では先進的に統合型GISに取 り組んできた自治体

である.盛岡市におけるGIS発展過程の分析結果

を図1に示し,以下に分析した結果をまとめる.

盛岡市のGⅠS発展過程をステージ理論に当ては

めると,個別GISの導入 ･拡張期が行財政改革と

いう統制により統合型GⅠS-と発展していく過程

を的確に説明できることがわかった.現在,盛岡市

は,共用空間データを一括管理しており,これが段

階Vのデータ管理に合致すると考えられる.

盛岡市における統合型GTSでは,このユビキタ

ス環境に対応するシステム構築を立案する段階には

至っていない.深田らは,このユビキタスコンピュー

ティングを含む高度空間情報社会-の対応が必要と

なる段階をステージ理論における段階Ⅵ (成熟期)

と捉えている (深田 ｡阿部 (2007)).現在の盛岡市

統合型GISは,段階Ⅵのレベルに至っていないの

は明らかで,今後,NSDI法に対応した次期GIS整

備計画の立案や高度空間情報社会の到来に備えたシ

ステム更新を検討していく必要があろう.

3.3.S市におけるGIS発展過程分析の結果

S市は,人口約20万人の国際観光都市で,東海

地方でGⅠSの活用を積極的に進めている自治体と

言われている.S市のGIS発展過程を分析した結果

を図2に示し,以下に分析した結果をまとめる.

S市のGIS発展過程は,盛岡市と同様,初期段階

では,個別GISの導入 ｡拡張を進めてきたが,行

財政改革の必要性から,全庁で共用する都市計画図

を用いた全庁型GIS-と発展していった.現在の

GⅠS発展段階は,段階Ⅳの統合期に位置している.

2008年度は,県と基本地図の共有化を進める方向

にあり,段階Vのデータ管理期-の移行期にあると

言える.
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図2 S市のG丑S発展過程分析

S市では,全庁型G丑Sの導入後,ある部署でG互S

を頻繁に使っていたユーザが人事異動に伴って別の

部署に配置換えになると,そのユーザが異動先で

G‡Sを積極的に利用する傾向が顕著に見られる.こ

れにより,GISの利用が広がり,各主題レイヤーデー

タの二重入力を防ぐ効果を生んでいることがわかっ

た.

3.4.N市におけるGⅠS発展過程分析の結果

N市は,人口約80万人の政令指定都市である.

複数の大規模自治体のうち,N市を調査対象とした

理由は,政令指定都市の中で,地域情報化に関する

基本計画やG昔Sの進展状況を積極的に開示 してお

り,GISに関する発展過程を分析することで,今後

の課題が明確になり,さらなるGISの発展に貢献

できる可能性があると考えたためである.

N市におけるG壬Sの発展過程や本分新法の有用

性をヒヤリングするため,GiSを所管している汀

推進課の担当者を対象として調査を実施した.ヒヤ

リング実施日は,2008年 12月22日で,担当者2

名から話を伺った.N市のGiS発展過程を分析 し

た結果を図3に示し,以下に分析した結果をまとめ

る.

N市 の G喜S発展過程をノーランのステージ理論

に当てはめると,個別GⅠSの導入 ｡拡張の段階を

経て,市町村合併が主な統制要因となり,統合型

u喜s-と発展していく過程を明確にすることができ

た,N市における現在の発展段階は,段階Vのデー

タ管理期にあると考えられる.これまでに分析した

2つの自治体 (盛岡市とS市)では,統制の主要

因として ｢行財政改革の実施｣があったが,N市で

はそれが主要因とはなっていない

市町村合併に伴う行政情報システムの統合では,

統合パターンとして ｢新規システム構築型｣,｢-市

集約型｣｢分割併用型｣,｢混在型 (ブリッジ連携型)｣

があるとされる (前田ほか,2002).このうち,N

市が採用したのは,一方のシステムに集約する ｢-

市集約型｣である.N市の市町村合併は,iO自治

体以上の合併で,各自治体のG主S導入状況に大き

な開きがあった.そのため,ド-市集約型｣のシス

テム統合を採用することにより,GiSの発展段階が

進展する結果に繋がったと考えられる.

3.5.GヱS発展過程分析結果に対する考察

大規模自治体と中規模自治体のうち,これまで調

査した3つの自治体を対象として,GiSの発展過程

-14-
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を比較し,共通点と相違点を以下にまとめる.この

比較は,あくまでN市,盛岡市,S市の調査 ｡分析

の結果をもとに現時点で考察したものであり,大規

模 ･中規模の自治体におけるGIS発展過程すべて

について,共通点または相違点を述べるものではな

しヽ

(1)共通点

個別GⅠSを積極的に導入してきた当該自治体で

は,段階Ⅲの統制期を経て,全庁的に利用できる統

合型GISや全庁塑G互Sを導入し,段階Ⅳの統合に

至っている.統合型GISや全庁型GISを導入した

後も,さらに,内部の活用分野を広げることや外部

組織との連携を図ることで,その利活用を進める傾

向が強いと考えられる.

(2)相違点

当該自治体においては,G昔S発展過程の段階Ⅲ(疏

刺)における主要因に差異があると考えられる.す

なわち,統制期の背景にある要因は,行政組織や財

政といった自治体の規模が関係していると推察され

る.しかし,現段階では分析対象とした自治体数が

少ないため,さらに複数の大規模 ｡中規模自治体の

GⅠS発展過程を調査 e分析し,統制の主要因を明確

にする必要があろう.

堵76∃S発展過程分析の意義と有済性

4.1.GIS発展過程分析の意義

深田らは,自治体 GⅠSにおける発展過程分析の

意義について,2つの可能性を指摘している (深田｡

阿部 (2007)). 1点目は,すでにGISを導入して

いる自治体にとって,その自治体自身の導入済み

GⅠSが情報システムの発展過程において,どの段階

にあるかがわかり,その段階における課題を明確に

することができるのではないかという点である.2

点目は,これからGISを導入する計画がある自治

体にとって,導入済みGISの発展段階を明らかに

することにより,それを踏まえて,長期的な視点に

立ったシステム整備計画の立案を行うことができる

のではないかという点である.本論文は,これら2

つの可能性について,その有用性を検証する初期の

段階にある.全国の自治体GISが,すべて同じよ

うな発展段階を経るとは限らず,共通した意義をみ

いだすことができるかどうかは,さらに多くの調査｡

分析を必要とするものである.

4.2.G‡S発展過程分析の有用性調査
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4.1で述べた2つの意義を検証する第一歩とし

て,3.4で分析対象とした政令指定都市のN市,

3.3で分析対象とした中規模自治体の S市,そし

て東北地方で統合型 GiSが未導入なH市の各担当

職員,さらにGISを専門とする民間コンサルタン

ト経験者を対象として,GⅠS発展過程分析の有肝性

について,それぞれの立場から意見を伺った (深田･

阿部,2008b).

4.2.1.N市に対する調査と結果

N市 IT推進課のGⅠS担当職員に対 して,盛岡市

におけるGIS発展過程の分析結果を示 し,その有

用性をヒヤリングした.頂いた意見は次の3点にま

とめることができる.

(1)GiS発展過程の分析について

今後,統合型GISを導入していく市町村にとって,

このGⅠS発展過程分析は役立つと思う.GISの進展

状況が,図によって可視化され,理解 しやすいと感

じる.

(2)成長変数の段階について

4つの成長変数について,発展 していく状況が各

発展段階のとお り,順次段階を踏んでいく場合と,

そうならない場合があるのではないか,と感じた.

(3)資源という成長変数について

合併 した小規模自治体では,職員ひとり1台の

pcがまだ配備されていない場合もあった.資源(技

術と人)という成長変数の中で,庁内コンピュータ

ネットワークの整備などといった基礎的な情報環境

の状況を示すことも考えてほしい.

4.2.2.S市に対する調査と結果

S市でGヱSを所管している市政情報課の職員に対

し,電話によるヒヤリング調査を実施した.実施日

は,2008年 8月21日である.

S市のGⅠS担当者には,深田 ･阿部 (2007)でま

とめた盛岡市 とS市のGIS発展過程分析結果を示

し,分析を行うことに有用性があるかどうかという

観点から意見を頂いた.

(1)GIS発展過程の分析について

個別 GISから全庁型 GiS-発展 してい く経過が

明確にわか り,良いと思う.他市町村の場合でも,

この発展過程に当てはめることで,現在の段階が明

確になる.

(2)分析ケースの量について

他市町村の担当者とすれば,発展過程を分析 した

ケースが多 くあったほうが参考になると思う.多 く

の事例があれば,その中から自身の市町村に当ては

まるケースを見つけることができ,そのケースの発

展段階における課題等を明確にすることができる.

(3)導入費用について

費用に関するデータがあると良いと思う.概算で

も費用について情報があったほうがより参考にな

る.

4.2.3.H市に対する調査と結果

H市は人口約 3万人で,観光と農林業が基幹産業

の小規模自治体である.H市に対 しては,対面での

ヒヤリング調査を実施した.ヒヤリング対象は,紘

合政策課で GiSを担当している情報企画係の係長

で,実施日は,2008年 7月29日である.

2007年度に税務課で個別 GiSを初めて導入 した

H市の係長には,今後統合型 GISを導入する自治

体の立場から,GIS発展過程分析を行うことに対 し

て,どのような有用性があるかという視点で意見を

伺うこととした.

(1)GiS発展過程の分析 について

今後統合型GISを導入 していく予定の当市にとっ

て,G壬S発展過程分析は重要な指標になり,有用で

あると感じる.

(2)マネジメントという成長変数について

発展過程の分析により,他の自治体における導入

過程を詳細に知ることができ,今後庁内に展開する

際に必要とする計画や組織作 りの参考になる.

(3)ユーザの意識という成長変数について

庁内の上層部や GISユーザに対する説明に利用

することができ,統合型 GISの有効性を明確に伝

えることができる.これにより,ユーザの意識に変

化をもたらす可能性がある.

4.2.4.コンサルタントに対する意見聴取

GIS発展過程分析における有用性の議論を深める

ため,GISに関するコンサルティング業務の経験者

に意見を伺った.これまで複数の自治体を対象とし

てG王Sの導入計画やシステム構築に関するコンサ
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ルテイング経験をもつ立場から,本研究における

GIS発展過程分析にどのような有用性があるかどう

かという点などについて議論した.

(1)GIS発展過程の分析について

ノーランのステージ理論をGISの発展過程に当

てはめて分析することについて,違和感はない.個

別GISの導入から全庁型 GISや統合型 GⅠSと呼ば

れるような全庁で共用する基本地図を用いるGⅠS

に移行してきた自治体では,おおよそ同様の発展過

程となっていると考えられる.また,自治体の規模

(組織,財政)によっては,発展過程に多少の差異

が生じる可能性があるが,おおむね盛岡市と同様な

発展過程を経ていくと考えられる.

しかし,大規模自治体でキーマンが不在の場合は,

組織体が大きく関係部署が多くなるため,導入のた

めの議論がまとまらず,段階Ⅳの統合期への移行が

進展しないケースが考えられる.また,財政面の課

題を抱えている小規模自治体では,統合型 GISに

発展すること自体が困難である場合が考えられる.

(2)分析することの意義について

GiSの発展過程を分析 し,図に整理することに

よって,自治体内部で議論を喚起できる可能性があ

る.自治体によっては,段階Ⅱまで進んでも,統合

型 GISの導入を統括する組織が構成されず,段階

が進展しない場合がある.そのようなケースでは,

他自治体 GISの分析結果が議論の進展に対して有

効に働く可能性があると考えられる.

4.2.5.有用性の検討

3つの自治体 GIS担当者および民間コンサルタ

ント経験者から頂いた意見をまとめる.各市のG首S

担当者からは,本分析の有用性について,｢分析を

まとめたマ トリックス図により,発展段階における

課題等を可視化し,明確にすることができる｣と

いった肯定的な意見が多かった.コンサルタント経

験者からも,統合型GISが未導入な自治体に対して,

他自治体の分析結果を提示することがもたらす効果

について,肯定的な意見を頂いた.また,個別GiS

を導入し始めたH市のGIS担当者からは,｢今後統

合型 GISを導入していく予定の当市にとって,GⅠS

発展過程分析は,計画立案の指標になり,有用であ

る｣という意見があった.

これらの意見を総合すると,GIS発展過程分析は,

4.1で述べた2つの意義について,その有用性を

ある程度裏付けることができたものと考えられる.

しかし,今回の有用性調査は,サンプル数が少なく,

調査対象者の個人的見解を含んでいる可能性も否定

できない.よって,今後,多くの自治体 GIS担当

者を対象とした詳細なアンケート評価等を実施する

ことにより,本発展過程分析が持つ有用性について,

さらに検証を進める必要がある.

5.6蓬S発展過程分析の課題

5.1.多くの分析事例の必要性

S市の担当者から指摘があったように多くのGIS

発展過程を分析することが必要である.現時点では,

3つの自治体 GISについて,その発展過程を分析

したが,他の自治体 GISのケースでは,6つの各

段階を説明する成長変数の内容は,隣り合った段階

のどちらに属するかが明確でないケースや2つの段

階にまたがって属するケースなど,各段階に対して

まさに当てはまるとは限らない場合も考えられる.

また,G互Sの導入当初から統合型GISを採用する

ケースがあるなど,発展過程分析を適応できる場合

と適応できない場合があることも考えられる.

そこで,さらに多くの自治体 GISを調査 ･分析

することで,各発展段階が進展していく詳細な状況

やその変化をもたらす背景を分析し,考察を深めて

いく必要がある.

5.2.新たな成長変数の必要性

自治体 GISの発展過程を分析してきた結果,ノー

ランのステージ理論で適用している成長変数では行

政施策を反映できる成長変数がなく,行政情報シス

テムとしてのGIS特有の発展段階を捉えることが

できない可能性があることがわかった (深田･阿部,

2007).そこで,本論文では,次に述べる2つの新

たな成長変数を提案する.

(1)組織外部からの要因 (政府の動向 ｡政策)

自治体の行政施策は,国の政策を受けて,業務が

変化することが多く,それに伴い情報システムの改

修が発生する.統合型GISについても,自治体内
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部から自発的に導入が進んでいるというより,総務

省が提唱し推進してきたことから普及してきたとい

う面もある.そこで,GISのような行政情報システ

ムの発展過程を分析する場合は,｢組織外部からの

要因｣という新たな成長変数を加えることで,自治

体外部との関係性を反映させることを狙う.

(2)基礎自治体の再編 (周辺自治体との合併)

自治体は,これまで政府の政策等の影響を受けな

がら,住民が主体となり周辺自治体との合併を行っ

てきた.行政組織にとって,今後も合併による組織

の統廃合は,避けては通れない.行政情報システム

は,その統廃合の影響を大きく受け,GISも例外で

はない.そこで,｢基礎自治体の再編｣という成長

変数を新たに加えることにより,行政情報システム

としての視点からGIS特有の発展過程を捉えるこ

とを狙う.

5.3.発展段階を判断するための基準の必要性

ノーランによれば,6段階発展モデルにおける発

展段階の確定には,4つの成長変数を組み合わせ

ることにより,その組織における情報システムの

発展プロセスを特定することが必要である (Nolan,

1979).本論文では,ノーランの提唱する4つの成

長変数に基づき,対象とした自治体 GISの発展状

況をヒヤリングする過程で,特徴となるキーワード

を抽出し,それを各成長変数に当てはめている.し

かし,この方法では,自治体GISの発展プロセス

を特定していく方法論としての測定基準がなく,一

般化しにくいと考えられる.

そこで,各発展段階において,それぞれの成長変

数がどのような状況であれば,どの発展段階に位置

するのかがわかるようなベンチマークを策定するこ

とが必要である.さらに,このベンチマークを用い

て分析する手順を明示にすることにより,3.1で

述べた適用指針を詳細化することができ,分新方法

として再現性を持たせることが可能になると考えら

れる.

6.まとめ

本論文では,これまで未調査であった大規模自治

体のGISを対象とし,ノーランのステージ理論に

基づきGIS発展過程分析を行った.その結果,GIS

の発展過程を分析することで,対象自治体 GⅠSに

おける現在の発展段階を明示できる可能性があるこ

とがわかった｡しかし,本論文は,数例の自治体

GISにおける発展過程分析を行なった段階であり,

全国の自治体 GⅠSが同様の発展過程を経ていくと

は限らないため,さらに多 くの自治体GヱSを調査

する必要がある.

また,大規模自治体と中規模自治体のうち,3つ

の自治体を事例としてGIS発展過程を比較し,そ

の共通点と相違点を考察した.その結果,現時点で

は自治体の規模による発展過程自体の差異は明確に

ならなかった.しかし,自治体 GISの発展段階が

移行する主要因のうち,段階Ⅲ(統制)の背景にあ

る主要因については,自治体の規模が関係している

と推察される.今後,さらに自治体GISの調査を

進めることにより,例えば,自治体の規模に伴う財

政規模や財政状況の差異が主要因となりGISの発

展段階が進む,というような各発展段階に至る要因

を分析できる可能性があるものと期待される.

また,G王S発展過程分析の有用性について,大 ｡

中 ｡小規模自治体それぞれのGIS担当者やGⅠSを

専門とする民間コンサルタント経験者から意見を聴

取し,考察した.その結果,想定される2つのGIS

発展過程分析の意義について,その有用性をある程

度裏付けることができたものと考えられる.しかし,

今回の調査は,サンプル数が少ないため,今後,坐

国の自治体を対象として,アンケート評価等を行い,

検証を重ねていく必要がある.

自治体GISに対するこれまでの調査･分析により,

GIS発展過程分析を行う際には,その発展段階を判

断するための基準が必要であるなど,GIS発展過程

の分析方法を一般化するには多くの課題があること

が明確になった.今後は,新たに提案した2つの成

長変数を分析に組み込み,費用に関するデータなど

も含め,さらに多くの自治体G王Sを調査 ･分析し,

考察を深めていきたい
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